
　このたび平成16年度「全国都市再生モデル調査」において桐生市の「ノコギリ屋根建造物」

を活用した桐生市都市再生事業計画が採用され、全国の先導的な都市再生活動のひとつとして、

国の支援を受け調査を実施することになり、誠に心強く思うところである。

1.国づくりは地域づくり

　今や地域の振興なくして日本の活性化はあり得ないことが認識され、その地域それぞれの活躍

が期待されているところである。�特に地域特性（個性）が生かされ、各地域活動が国全体の活力

となることが求められている。

2.桐生の地域特性

　桐生市は古くから世界的な絹織物産地として名を馳せ、近代化の日本の中にあって日本経済を

支えるほどに繁栄をした都市であった。しかしながら戦後の欧米化の影響等繊維産業の衰退や

現代社会の構造変革による急速な産業変化に対応せず、現代社会への適応が余り進まなかった

ところである。幸か不幸か、織物という平和産業であった桐生は戦災にも遭わず、従って古いもの

がそのまま多く残る結果となった。これがまさに「ノコギリ屋根建造物」を含む桐生市の近代化遺

産群である。

　江戸時代に行なわれた日本初の都市計画といわれる町割り（地割り）や織物に使われていたさ

まざまな産業・文化遺産が町中に点在し、今もその名残りを残すのみならず、そこで生活も行なわれ

ている現況である。近代化遺産の宝庫といわれる群馬県の中にあって桐生はダントツに残っている

日本でも数少ない地域と言えるところである。もともとこれらは工場などであり、地味に点在している

ので余り目立たないが、ノコギリ屋根建造物にいたってはまさに世界一の棟数が残り、現存している

近代化遺産では日本一の個性を持っている都市である。

　まちづくりと言えばどんな学者も研究者も専門家も一様に、その地域の個性を生かせ、と言う。桐

生には現代社会の基礎を築いた日本の歴史的産業遺産である近代化遺産が町中に現存してい

る。この中には当然無形のものづくりの伝統的技術とノウハウも残されてきた。先進的なことに対す

る敏感さは抜群であり、食文化しかりである。この歴史的個性のある資産（資源）を活かすことが

桐生から日本へ、そして世界へと大きな影響を投げかける　（まち）づくりであると認識して取り組

んできた。

☆どのような活用法が効果的なのか

　この大いなる個性である近代化遺産群をどのように活用するかが大きなポイントである。現業で
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利用しいているものはその機能を充分果たしていると言えるが、利用されずに残っているものにつ

いては有効に活用することができる。生きるも死ぬもこの活用方法如何に係わっている。私達は長

い間独創的な活用のヒラメキ（アイデア）を思考し続け、そして創出し、実践を始めた。

3.桐生の生き方

　これからの桐生の発展は日本の発展の仕方に大きく係わっている。そして、日本の発展は世界

の動きを注視しなくてはならない。

　戦後日本は世界の中で安定しながら急速に進展し、経済成長を成し遂げた成功例となっている。

しかし地球規模的視野で考えてみると、今まで先進国の一員として進んできたモノ主義経済（物質

文明主義）の弊害も今後の後進国の現状を見るにつけ、誠に憂慮すべき事実がある。また「モノ」

で人々が幸せを感じる時代は終わった。このような事実を踏まえた上で、では成熟した先進国日本の

果たすべき地球規模的役割は何かと言えば、次に述べるとおりである。

☆成熟した先進国がなすべき生き方（役割）

　先進国は地球の将来を先導していく役割を担っている。何をなすべきか。それは、超最先端の

科学技術工学に基づいた産業による社会の構築、また高度な情報産業や文化、芸術、デザイン立

国としての取り組みがあげられる。なお、観光産業やスポーツ、高度医療、ボランティア等も次の日本

を担う立国論のひとつにあげられるであろう。

☆桐生はどのようなまちづくり（都市再生）がいいのか

＜文化・芸術・デザイン系の適性＞

　さて、桐生は千年も続いた織物文化産業が大きな個性であることは前述した。これはとりもなおさ

ず繊維工業の中にあって絹製品の生産性を支え、ベースとなったデザインと繊細なものづくり技術

から生まれる特異なセンス、そしてここから創りだす新たな流行づくりの創造性と生産してきた職人

業の技術、これが織物を生業としてきた桐生人の先取の気質であり、他都市に見られない個性で

ある。

　これこそ桐生が長い歴史の中で今でも受け継がれ残されている　（まち）のDNAであり、伝統で

ある。ハードな建造物も重要な要素ではあるし、ソフトの部分もより重要である。特にストックの活用

は循環型社会のモデルである。

　この双方をうまく活かした文化、芸術、デザイン系を中心に据えたまちづくりが桐生には最高の

個性を活かした都市再生の核になると確信しているところである。また、並行して、これとはまったく

別に新しい桐生の個性づくりを始動するために具体的企画をすすめている（全日本的な企画にな

る）。全国に影響する大掛かりなプランである。

☆いかに実現させるか

　都市計画やまちづくりの専門家、研究者、学者などは机上の論理が先行する。もちろん理論がな

ければ実践はできない。しかし理論や構想を打ち上げて、それで終わってしまうところがたくさんあ

る。それこそ「絵に描いた餅」そのものであり、「決断と実行」がまさに求められるところである。さて、

どのような方法で実行するかを決断しなければならない。
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4.近代化遺産をどのように活用していったらいいのか。

☆そこで、次のような具体策を創出した。

　桐生は超最先端の科学技術工業に基づいた産業からはあまりにも遊離している。三ちゃん工業

の繊維産業にナノテク、バイオ……などは無理である。桐生市にある群馬大学工学部には超最先

端の工学技術があるが、産学官の中では工業都市である隣の太田市に譲るしかない。

　そこで前述した文化、芸術、デザイン系の産業に取り組むこととした。桐生がこれから進んでいく

ための申し子のような直感がする。桐生らしさの資源活用である。

☆ノコギリ屋根活用の相乗効果

　今、桐生市内に約240棟のノコギリ屋根建造物が日本の近代化の中の産業遺産として残ってい

ることが改めて本調査により確認された。以前から多数のノコギリ屋根が現存し、これらは市民が

日常見なれた古い工場建物であり、機会あれば取り壊して分譲や駐車場になどと言われていたが

、桐生市の発展が急伸しなかったため、やむなく残された感がある。幸いにして今240数棟が残っ

ているので、この世界一の集積度に加え、新たに世界的な別の集積を詰め込むと、ノコギリ屋根の

美しさとともに二乗、三乗の相乗効果が発生する。別の集積度とは桐生のまちのDNAを思い起こ

すと、ものづくり（職人）、アーティスト、デザイナーの方々の集積となる。世界一とはいかないまでも世

界の十指には入ることになるだろう。単に文化、芸術、デザインのまちづくりが流行っているからとい

う単純な取り組みではない。桐生の個性を生かした取組である。

5.ノコギリ屋根とアーティスト、デザイナー双方の集積の力

☆都市再生で国際的文化都市を

　240棟の中で現業織物関係を除いてその2／3の約160棟のノコギリ屋根建物に5～７人のアー

ティストやデザイナーがアトリエや居住として外来（市外・国外から）する。当然アカデミックなアーティ

ストからアニメ、漫画、広告、情報などを含めたデザイナー、そしてインダストリアルデザイナー、服飾デ

ザイナーなど工業関連や外国のデザイナーなど広く人材誘致をする。総勢およそ1000人のプロ集

団が集積することになる。当然彼等の周囲には先生や先輩、後輩や家族、友人、知人などがいる。

相当な規模の文化、芸術、デザインが高度に集積する　（まち）となる。桐生にはそれを受容する素

質（資源）が充分存在している。そして桐生は後続の若者たちの登龍門の場となるのである。一

度ブレイクすると雪崩現象が起きる。黒煙を吐いて工業製品を運び、今までのようなエネルギーの

無駄使いをする公害産業を続けなくとも国際的文化都市として再生し、まさに先進国的まちづくり

国づくりに大きく貢献できるということになる。工業誘致から人材誘致への変換により、桐生が国際

的に優秀な人材の集積の　（まち）になる。ものづくりやデザインを行為してきた伝統がしみこんで

いる建物は魅力いっぱいである。現在ノコギリ屋根を使い始めているアーティストやデザイナーたち

はこの古さと使われてきた息づかいがたまらないと言っている。

　もう一方、現代の日本の基礎を築いてきた証である近代化遺産のその中で活動するアーティスト

やデザイナーたちと外来の外国人アーティストやデザイナーとの国際的な連携や技術研修の交流。

これもソフト面での大きな役割のひとつとなる。
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☆国際的なアート＆デザインの拠点都市となる

　現在、世界では伝統的な芸術のまちパリ、現代アートのニューヨーク。ミラノ、ボローニャ、バーミンガ

ムなどなど数多くのアート性ものづくりを中心に繁栄したまちがある。新たに桐生が同類項、あるいは

コンテンツ産業を含めると、それ以上の　（まち）になることがひとつの夢である。豊かな天然に恵まれ

た背景を持ち、その素質は充分にある。さて、夢を現実にするには可能性を考えた目標を立てなけれ

ばならない。時間をかけて思考を凝らしてきた。そしてその主題としてノコギリ屋根とその活用を最重

要課題に据えた次第である。

6.ノコギリ屋根活用の問題点

　ノコギリ屋根活用にはたくさんの問題がある。

①古くて見慣れて、使い古された用無しと思えるノコギリ屋根は前述の通り、ほとんど個人（民間）の

所有である。従って個々人のまちづくりに対する理解を深め、ノコギリ屋根活用に対する認識を新た

にしてもらわなくてはならない。

②ほとんど木造で大正から昭和初期に築造されたものが多いため、活用するには現行法においてさ

まざまな制約がある。このたびの調査でも明確になったが、年間６～７棟は解体処分され消滅している

現状だ。歯止めをかけなければならない。

③桐生のノコギリ屋根活用計画に対する当該アーティストやデザイナーたちへの呼び掛けや、取り巻

く環境整備などの受け入れ対策などが具体的にどのように導入されるべきかが当面の課題となる。

④観光など外来の方 と々の摩擦や防犯、ホスピタリティーなども考えられる。

⑤その他さまざまな問題が山ほど出てくるだろう。

　この構想はほとんど民間が行なわなければならないまちづくりとなるが、行政の支援は重要である。

桐生はお殿さまのいない自治のまち、天領として発達してきた。民間の活動は歴史的に他都市より数

倍優れてはいるし、民間団体も立派に活動している。しかし独立（自立）精神が旺盛なため連携した

行動、運動が不得意といえる。また打たれてもねばり強いまちである。これが桐生の欠点でもあり、面

白い個性でもある。官民が一体となって多くの問題点を乗り越えなければならない。

7.ノコギリ屋根活用と観光産業

　今、国際的な観光（特に流入受け入れ）が立国論のひとつとして唱われているが、私達は産業

観光、研修観光など滞在型の外国人受け入れを視野に入れている。つまり観光立地の創出もひと

つの手法としている。桐生に現存する近代化遺産群の中でもとりわけ生活の場で使われた民家、

蔵、長屋、工場などは中世や近世の古文化とは別の近代の日本を知る大きな教材のひとつである。

　物見の観光地とは別次元の五感六感とともに知的技術的欲求をも満たすに足る観光地の創出

にもなる。全市に点在するノコギリ屋根のそれぞれがデザイナーたちを擁し、アーティストたちのアト

リエになり、あるいは文化芸術品保存庫であり、カルチャー教室であり、新博物館であり、映画館で

あり、ギャラリーであり、修練（研修）場であり…………さまざまな活用の中で文化芸術活動が行な

われることになれば全市がデザイン芸術博物館となり、新型オープンミュージアムとして、全市の回
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遊性と定住研修型の新観光都市の出現となる。これからの先進的まちづくりスタイルの多くを包含

する　（まち）に変身（進化）する。もちろん大きな経済効果をもたらすことは必然であるが、私は経

済効果などよりもこれからの長い日本の歴史を考えた中で、長期安定型で価値の高いまちづくり効

果を創出することを重要に考えている。ノコギリ屋根の小美術館、演劇、音楽館やデザイナーのアト

リエ、そして美しいノコギリ屋根の傍らのポケットパークでひと休みなど、ノコギリ屋根巡りも楽しみに

なる。

☆群馬県のユネスコ世界遺産への取組み

　群馬県の近代化遺産の中でも特に優れている富岡製糸工場跡をメインとした、絹の地域（シル

クカントリー）を全体でとらえたシステムとして近代化遺産がユネスコ世界遺産への挑戦をするにあ

たって桐生のノコギリ屋根群を無視しては語れない。日本の世界遺産は広島原爆ドームを除いて

すべて近代以前のものであり、日本の現代社会を生んだ近代という時代の歴史の証明となるもの

は群馬の近代化遺産がもっとも貴重で重大なものである。近代化遺産はシステムで考えなさい、と

は村松貞次郎先生の語である。富岡製糸工場跡と関連システムがユネスコ複合遺産（世界遺産）

に認定されるよう運動を展開している。ノコギリ屋根群が世界遺産の仲間入りできるとなると日光や

公害の原点である旧足尾銅山ほかとの連動で周遊も可能となり、国際観光の新しいこの地への受

け入れムーブメントになる可能性を秘めている。測り知れない効果が期待される。地域の連帯によ

る広大なまちづくりになる。

8.まちづくりと世界平和

　国際的なプロのアーティストやデザイナーたち、そして国際的な観光客たちとの研修型滞在型の知

的な国際交流、国際親善はその人々の親密な関係をもとに民族、宗教、思想を超えた人類愛、友情

そして世界平和への地道な貢献になる。まさにユネスコの世界平和に密接に繋がっているところであ

る。世界中の人々が戦争に疲れ、あきあきしている。桐生から小さな世界平和への実践が始まってい

る。まちづくりの重大な目的のひとつである。ファッションタウン桐生推進協議会の中でもユネスコ協会

と連携して「ノコギリ屋根世界遺産プロジェクト」を組織し、実現のための研究活動を続けている。

9.知性ある都市再生（国際的触媒都市・桐生）

　都市再生とは、そこを訪れたり、在住したりする人々が誇りを持って「幸せ」を感じる場づくりと

言っていいと思う。よくまちづくりは人づくり、などと言われているが、桐生のまちづくりは『人づくりを

するまちづくり』である。これは桐生の独創である。

　都市の成り立ちは歴史的に見て経済性に人が集まり都市が成り立ってきた。先進国としての

「都市再生」（再生と言うと新生を含まないが、ここでは新生も含めたい）は都市が知性を持ち、文

化的情報源となり得て、かつ、そこで「幸せ」を感ずることができるところの都市の創造であると考え

る。桐生の「都市再生」はこのようなまちづくり哲学の基に実践していきたいと考えている。本来の

グローバルと言う意味で桐生から世界へのルネサンス波動となることを念じている。桐生自身が腐

蝕せず光り輝き、なおかつ相手の化学反応（まちづくり）の速度を促進するまち。いわば『国際的触
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媒都市』づくりが、私の考えるまちづくりである。

10.ノコギリ屋根関係者や　（まち）への有効性

　ノコギリ屋根所有者はもとより、そこに関与している方々や市民及びここを訪れる方 に々多大なメ

リット（有益性）が出てくる。

　どのような効果が上がるか考えてみた。想像を超える考えもしない効果が出現することを期待して

いるが、とりあえず今考えられる有効性のある効果とは、

　・高い文科（文化・科学）性のまち　　・文化的ベンチャービジネスの期待されるまち

　・付加価値の高いアート＆デザイン製品生産のまち　　・登録文化財の効用が期待できるまち

　・連携する地域や国への貢献度の高いまち　　・循環型社会、環境配慮型のまち

　・国際性グローバリゼーションのサンプルのまち　　・ユネスコ世界遺産のまちへの期待

　・観光（滞在型研修型）による親善、収益などの優れたまち　　・後継者の関心と期待のあるまち

　・豊かで知性のある楽しみのまち　　・「幸せ」を感ずるまち　　・知的遊びのあるまち

　・常識人のいる安心、安全なまち　　・高い教養と教育の育つまち　　・耐老齢社会性のまち

　・美的感性の溢れるまち　　・国際的文化デザインと先進的情報のまち

　・世界の注目するまち　　・「桐生ブランド」を持つまち　　・産業と天然との融合するまち

　・貴重な不動産を生かせるまち　　・低年齢から高年齢まで共に居住できるまち

　・文化力の強い産業が育つまち　　・世界平和を希求するまち

　まだたくさんの波及効果があると思われるが、要するにノコギリ屋根所有者は上記のようなまちづく

り効果による恩恵を受けるとともに、アーティストやデザイナーを招聘し、在住していただき、作品に関

連したことによるベンチャービジネス（社会とアーティスト＆デザインを結ぶ）にも波及し、新事業起こ

しにも繋がる。知的生産性の高い業務に携わる方 と々のコミュニケーションにより、自身のみならずレ

ベルの高い教養、教育環境も期待できるまさに先進国のまちのカタチに他ならない。老齢化社会に

も充分適応し、機能するまちとなる。まさに工業力を超えた文化力の　（まち）となる。

11.桐生から世界に向けて

　まちづくりの多くは、まちの中だけのイベント（ソフト）やインフラ（ハード）の発展や整備が強調され

ている。そのまちの中だけが良くなること活性化することはたいへん重要なことには違いないが、同

時に日本全体、あるいは世界に向けての影響のあるまちづくりが必要ある。ここで言う私の「桐生の

まちづくり」は先進国が世界に向けて発信する国際型まちづくりである。先進国日本の役割を担っ

ている。

　いわばまちづくりの視点、哲学の手法においてグローバルな地球環境と日本からの影響を念頭に

おいたものである。ひとつのまちの中だけをかき混ぜた効果ではなく、桐生を中心に広く日本的個性

ある世界観の中での立国プランに繋がるものではないかと考えている。つまり、桐生のまちづくりは

地球規模の伸展を図っていくことを指標にしている。
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12.桐生のまちづくり・課題と解決策

　ノコギリ屋根を活用した文化、芸術、デザインなど観光（移入型）のまちづくりに当たってはたくさ

んの課題がある。解決策を講じて運営している。（前述した問題点の対策）

①ノコギリ屋根活用を意識して、2003年「ノコギリ屋根シンポジウム」を開催し、「桐生の産業遺産

の活用スタイルを考える」と題して市民に訴えた。

②地方紙「桐生タイムス」のご理解をいただき、機会あるごとにノコヤネの価値について記事などを

掲載していただいている。市民意識に変化が出てきた。

③ファッションタウン桐生推進協議会では「ノコギリ屋根連絡協議会」設立のための準備会をプロ

ジェクトとして立ち上げた。その他「世界遺産登録推進プロジェクト」「産業観光推進プロジェクト」

など多くのプロジェクトを立ち上げた。

④このたびの「全国都市再生モデル調査」においても各戸（全戸）の調査を終え、一軒一軒との面

談も成果が上がり、この調査の事実がニュースになるなどの宣伝、啓蒙効果が得られた。

⑤数年前から心ある方 が々ノコギリ屋根活用に取り組んでおり、活用事例も少しずつ増えております。

⑥新しくノコギリ屋根デザインや機能を模した新築建造物も作られている。

⑦桐生市行政も文化財保護課は古くから中心となって活動している。

⑧関連都市・市民団体との連携。

13.このような取り組みや現実を踏まえて

①これからは「ノコギリ屋根連絡協議会」を早急に設立し、充実した活動に向け再スタートを切ら

ねばならない。会員には所有者はもとより利用する人々、仲介する業者、宣伝広報者、建設関連業

者、法律関係者などなどのほか資金調達なども含めて広い人材による運営を緊急に組織し、運営

をしていくことになる。

②次に、芸術家やデザイナーがほれぼれするようなこのノコギリ屋根の建物をまず解体処分しない

で、という願いを所有者に向けて訴え続けていかねばならない。

また、生活という現実から、

③固定資産税の問題　　④老朽化の問題　　⑤密集地の危険度の問題　

⑥後継者の問題　　⑦民間の「まちづくり会社」による資金集めや

⑧「ノコギリ屋根連絡協議会」の後援会組織づくりや

⑨情報ネットワークや各市民団体との連携　　⑩他市他地域との連携

⑪「わがまち風景賞」を含めた表彰制度の活用、

⑫「別の支援方法」等 に々よる背後からの後援、支援を構築していく予定である。

⑬その他の当面の障壁を乗り越えるため、ひとつひとつ解決策を議論し、処理していくことにしている。

　なお行政による協力も重大で、途についたばかりだが、「文化財登録制度」による所有者支援、

「構造改革特別区域（ノコギリ屋根特区）」、「一地域一観光等施策」、「地域再生計画」等々の

規制緩和や「広報」などにによる啓蒙、官費による支援を強く要望するものである。どこの行政もの

ろい（遅い）と言われてきたが、衰退する桐生が再上昇するためにぜひ桐生市行政は果敢な挑戦
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を望むところである。

14.むすび

　この「ノコギリ屋根」や「近代化遺産」等を活用した桐生のまちづくりは、桐生が文化、芸術、デザ

イン系の新しい型の先進都市だ、というブランドイメージづくりを通じて成熟日本の国際社会への挑

戦であり、クリエイティブな芸術、デザインの創出を背景にした世界の先進的文化産業創出の夢とな

る計略である。一単位のまちづくりとは異なり、国全体への波及効果も充分に期待できるものである。

　国からの支援を特段に要望いたしまして「むすび」とする。

参考）

1.「無鄰館」について

　無鄰館はこのコンセプトのもと200年から実験的に運営、実践されております。無鄰館については

別項を参照のこと。

2.「まちづくり」って何だろう

　各人によってそのとらえ方や考え方はさまざまであると思う。私は「そこにいて幸せを感じる　（ま

ち）の創造」であると考えている。そこで「幸せ」とは何だろう。銭、金、モノだけじゃないことは最近

は特に分かるようになってきた。マルチン・ルターの「幸福論」で人間は働くことができること、これが

人間の幸福であると言っていた。まさに生命あるものすべて何らかの働きをするために生きている。

では「何らか」「働く」とは何か。「何らか」とは人間らしく生きること。「人間らしく」とは知的、自意識

を持って行動すること。「知的自意識とは」ヒト以外の生命体よりもヒトが特段に進化したもの、喜怒

哀楽、夢、知的判断力等。であり、「働く」とは人間が生きるための勤労（勤労のためには健康であ

ること）、と理解している。最も優れたヒトの知的行為とは「平和」の達成である。

3.「ノコギリ屋根に特化しない再生プラン」

①雑然としている桐生（混在の桐生）

　ノコギリ屋根活用に特化しない再生プランも論議されている。桐生市は歴史的にみて、町そのも

のの生い立ちにまとまりがない。城下町や宿場町、武家屋敷通りや町家通り等のように整った佇ま

いは見られない。古くから天領（幕府直轄）の民間主体のまちであり、庶民が勝手に町を形づくっ

てきた感がある。ただひとつ整然としているのは江戸時代前（1590年頃）に行われた都市計画（日

本初）による町割り（地割り）がある。本町通りにその形態が残っている。また昭和30～40年代に中

心商店街の道路拡福による整備が行われ、画一的なビル商店街となったが、その他は全市的に統

一されていない都市構成のまま、戦災にも遭わなかったため、思い思いの雑然とした都市として発

展してきた。前述の通り、自由な町の発達の中で町が整然とした伸展をしなかった経緯がある。こ

れは織物産業の持つ必然性であり、零細企業で職住混合（住工混在）のためである。城下町や観

光のまちの都市と違い、産業のまちであったから当然である。
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　これが桐生の独特の面白さであり、個性であり、桐生らしさなのである。なおかつ、そこで暮らしがあ

り、商売があり、工業（産業）があり、遊びがありで、桐生は住んでみると面白いことが分かる。特に身

近にすぐそこに山、川、森、自然があり、実に人間らしい都市空間が存在し、他都市には見られない特

有の価値を持っている。「桐生人」にはその環境による影響が色濃く伝わっており、独特の個性人が

非常に多いまちである。流行を創造してきた敏感な人たちである。

②桐生の「そのまま」を進化させる発展系まちづくりへの期待

　さて、このようなただでさえ個性的なまちであり、桐生の独自の発展が示すように「このまま」からの

桐生スタイルの再生は充分可能であるとする意見もある。桐生には再生のための資質、資源、資産

が充分すぎるほど素材として残っているのである。つまり、「そのまま」の桐生で、内発的なまちづくりを

続けていくことにより昔の桐生を新しい形で甦らせることが可能ではないか、という意見である。

　桐生のバラバラ感が何とも言えないとか、桐生型の不揃い感がたまらないとか、寄せ集めの面白さ

とか昔の繁栄の跡とか、そしてそれが現在も日常にあり、そこで生活（暮らし）がある。人も充分に素晴

らしい個性人がわんさといる。何も、たいそうな仕掛けや、金を掛けなくても、「このまま」の形から正面

突破のまち再生は充分いける、という考え方である。このように。桐生らしさを押し進めていくまちづくり

も考えられるし、こういう誇りを持ちつづけているのが「桐生人」であり、だからダメになったとも言える。

　「桐生そのまま発展系まちづくり」への期待感。これも桐生のまち再生へのひとつの論理であり、ひ

とつの形である。「桐生このまま」発展系スタイルは他都市には見られるまちづくりとはまったく異質で

あると言える。他都市の例を見るとどこでもやれそうな生涯学習的な芸術、文化、ものづくり、医療、高

齢者対策、まちなみ整備、環境保全、各種イベント、自然との共生、防災のまち、いまだに箱物、どこでも

中心市街地、やさしい◯◯◯などなど津々浦 に々使い古された金太郎あめがまだ続いている。これは

まちづくりというより立ち遅れた都市計画の都市整備のひとつじゃないか。

　幸いなことに桐生は過去において国際的な織物生産都市として名を馳せた経過もあり、近代とい

う時代に日本を支えてきた歴史性もあり、その遺産が町中に点在し、まちづくり資源の宝庫とも言える。

だからいろいろな可能性を秘めていると言える、いろいろなまちづくりのカタチを持っているのだ、と。

　ノコギリ屋根活用だけが桐生のまちづくりじゃないと言われるのもこのためである。

③プロデザイナー・アーティストの集積

　しかしながら、私は桐生のノコギリ屋根活用の方法はデザイナーやアーティストの集積によるもので

なくてはならないと信じているし、確信を持っている。

　すなわち、一本の芯を持ってまちづくりに当たり、その脇にいくつものまちづくりがゲリラ的に在る。こ

れも「桐生らしくていいじゃないか」と言える。

　まちづくりは独創性が命である。

　つまり、私にとって他の再生プランは傍役でしかない。しかし、このワキ役も大きな力となることは否め

ないし、素晴らしい力を持っている。

　協働したまちづくりを実践していくことが必要不可欠である。
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体験実測の会立ち上げを

星　和彦

　今回、ノコギリ屋根工場を調査して感じたのは、まだまだこの建物群について知らなくてはならな

いことがある、ということであった。これまでの調査の蓄積は大きいが、建設年代や平面や断面など

建築的データにまだ充分でないところがある。建物は永遠に建ち続けるわけではないし、またその

役割を変えることも起きる。たとえ姿を消しても、データがあれば像を描くことができる。改装・改修も、

いまある建物がどのようなものかの把握から始まる。したがって、知ることはどの時点でも基礎という

ことになる。しかし、ノコギリ屋根の建物の数は多い。そこで、毎月（もちろん、毎週）でもよい、体験実

測をする集まりを開いたらどうだろうか。建物にじかに接することで、相手を知ることができるし、感じ

られる。そこから、愛着が湧き、活用の新たなアイデアも浮かぼうというものである。もちろん、個人情

報に関わることなので、所有者や使用者の理解と協力なしには行えないし、基本的に作業はボラン

ティアとなるだろう。けれども、時間はかかってもこうした方法には意味があると考えられる。ノコギリ

屋根工場は、私たちにとってかけがえのない存在であり、地域の資産だからである。

官民協力の体制づくり

大里　仁一

　この調査事業にかかわってみて、ノコギリ屋根工場は桐生固有の文化資源であるとの思いを深

くした。これを活用してこそ桐生らしさが輝く。こうした感情を持つ市民も数多い。ファッションタウン

桐生推進協議会は組織をあげて取り組んでいるが、桐生市老人クラブ連合会やＮＰＯ法人桐生

地域情報ネットワーク、本、一本ニまちづくりの会なども強い関心を持ち、それぞれに活動している。

すぐにでも各団体が横の連絡を深め、一つの強力な運動体にする必要があると思う。各団体が活

動している内容を市民に周知させる働きをより活発にし、市民全体のノコギリ屋根への関心を高め

ることも大切。

  ノコギリ屋根工場は個人資産であり存在する限り課税される。市民の思いだけで解決できないこ

とも多い。市当局とも一体となって考えなければならない。官民協働の体制づくりもせまられている。  

KIRYU

都市再生
モデル調査事業

第6章

桐生のノコギリ屋根工場の魅力
『ノコギリ屋根に魅せられて』　写真家　吉田　敬子
2.都市再生への提言
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まず、先駆者がチャレンジしよう

佐々木　正純

　ノコギリ屋根工場を再活用させるために、まず、有志を集めることから始めたらどうか。積極的に

利益を上げたいと考えている人が集まるのだ。数人でチャレンジし、国とか県、市等の補助金がなく

ても、採算がとれるようにする。そこにこの事業の成否がかかっていると思う。それが成功すれば、

後を追う人たちが腰を上げてくる。

　多くのノコギリ屋根工場所有者は、今後どうしたらいいか考えあぐねているのが現状だ。先祖が

操業を始め、拡大し工場を造って来た。そしてそれを後継者が、生かして生活してきた。小さい頃

から、機音を聞いて育った現所有者は、ノコギリ屋根工場に愛着があり、簡単に壊そうとは考えてい

ない。ただ、今の現実、所有者の高齢化、建物の老朽化、維持費、後継者問題等を抱えて、さてと

立ち止まっている状況にある。自分から積極的には動けないことも現実だ。これを越えて動き出す

には、まず先駆者がノウハウを得、利益を上げることが一番早いと思う。そして、そこで得た様 な々方

策を支援する官・民のサポート組織をつくり、今立ち止まっている人たちに支援するのだ。ただ、時

間をかけてはいけない、早急に進める必要がある。

　また、この桐生の今後をどうしたいのか、青写真を描くことも大切である。若者を巻き込み、桐生の

現実を踏まえ、その地盤に立脚して新しい血を吹き込む事が重要である。目先のことも重要だが、先

を見つめる、そして展望が見えてくれば、大きく時代は動いていくと考える。

所有者・利用者のネットワーク化

亀田光三

ノコギリ屋根の再活用運動で都市再生をめざすため、次のような取り組みをしてはどうだろうか。

１．市民に対する啓発活動。全国的にみてもノコギリ屋根の多さは抜群。特徴的な建物であることを

啓発する。

２．民間が市に働きかけて産業資産を守る体制をつくる。

３．ノコギリ屋根の所有者の８割が存続を希望しているという調査結果を踏まえて、所有者と利用者

を取り持つ組織をつくり積極的に斡旋する。
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経済文化活動の拠点として

萩原　清史

　桐生市は近世から近代にかけて、織物産業により常に最先端の文化や物質がもたらされてき

た。現代はその土台の上に立った時代であり、足元をよく見渡せば、全国に誇り得るまちづくりの

資源が豊富に存在するが、反面、その豊富さから重要性の認識が薄くなるという土壌が形成され

ている。ノコギリ屋根は「桐生を最もわかりやすく表現できるもの」であり、創り出す空間として可能

性を秘めた桐生の大切な財産である。

　都市の再生において常に念頭におかなければならないのは、人が人のために行うことである。

それは、官民がそれぞれの立場を主張することからは生まれない。より多くの人が関わり、自分たち

のこととして認識することから動き出す。桐生のまちにノコギリ屋根が建てられ、今も残っているとい

う事実を踏まえ、誰ということではなく、経済や文化活動の拠点として使い続けることが誇りある都

市への近道と考える。
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